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１                              問題のページへ 

線分 AB上の点 Pを, 0≦t＜1として,  
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すると, ))1(2,3(P tt - , )0,3(H t , ( )0,
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となり, これより,  
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さて, △OPMを Oを中心に回転したときにできる円の面積を Sとすると,  

(i)  4813 2 +- tt ≧ 2)1(
4
9 +t  ( )
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70 ≦≦t のとき 

このとき, 22 OMOP ≧ より,  
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(ii) 4813 2 +- tt ≦ 2)1(
4
9 +t  ( )1
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このとき, 22 OMOP ≦ より,  
22 )1(

4
9OM +== tS pp  

(i)(ii)より, Sの値の変化は右図のようになる。 

よって, 
43
7=t のとき S は最小となり, このとき P の座標

は, ( )
43
72,

43
21 である。 

 

［解 説］ 

円の半径は OPまたは OMとなりますが, この大小関係に注目して場合分けをする

ところがポイントです。 
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２                              問題のページへ 

(1) 1≦k≦nに対して,  
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ここで, 10 -kl≦≦ とすると, )()( lnklkn -- ≦ より, 
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さらに, 
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(2) (1)より, ( ) kn
k

k
n C≦ なので, 二項定理を利用すると,  
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(3) (1)より, 
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［解 説］ 

3 題構成の並列型の設問の場合, (1)と(2)が独立で, ともに(3)への誘導というのが一

般的です。ところが, 本問では, (1)が, 独立な(2)と(3)への誘導となっており, 変わっ

た構図です。なお, 内容は二項定理の応用として, 著名なものです。 
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３                              問題のページへ 

(1) まず, 9 枚のカードから 4 枚のカードを取り出す 49C 通りが同様に確からしいと

し, 事象 Eの起こる確率を )( EP とおく。 

さて, Xが 5の倍数になる事象を Aとすると, 
9
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C
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)(
49

48 ==AP から,  

9
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9
51)(1)( =-=-= APAP  

(2) Xが 3の倍数になる事象を B, 4の倍数になる事象を Cとすると, Xが 12の倍数

になる事象は CB I となり, まず
42
5

C
C

)(
49

46 ==BP である。 

また, Xが 4の倍数にならないのは, 奇数のカード 4枚を取り出す場合か, 2また

は 6のカードと奇数のカード 3枚を取り出す場合のいずれかより,  
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さらに, Xが 3の倍数にも 4の倍数にもならないのは, 1, 2, 5, 7のカードを取り

出す場合のみより, 
126

1
C
1)(

49
==CBP I となり,  
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(3) 5 と 7 については, 平方数 X の約数となる可能性がないので, それ以外の数につ

いて, 次のようにカードの数の集合を設定する。 

{ }9,4,1=S , { }8,6,3,2=T  

まず, 集合 Sから 3枚, 集合 Tから 1枚取り出す場合, 集合 Tのみから 4枚取り

出す場合は, Xは平方数にはならない。そこで, Xが平方数になるのは,  

(i)  集合 Sから 1枚, 集合 Tから 3枚取り出す場合 

集合 Tからは, )6,3,2( , )8,6,3( を取り出す 2通りの場合がある。 

(ii) 集合 Sから 2枚, 集合 Tから 2枚取り出す場合 

集合 Tからは, )8,2( を取り出す 1通りのみである。 

(i)(ii)より, Xが平方数になる確率は,  
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［解 説］ 

確率の頻出問題です。(1)と(2)は文系に類題が出ています。(3)は, 闇雲に列挙しよ

うとすると, 数えもれが発生しそうです。 
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４                              問題のページへ 

(1) 
x

x 1)( =f , baxex +-=)(g に対し, x＞0において,  

)()( xx gf ≧  ⇔ baxe
x
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ここで, xbaxxh log)( --= とおくと, 
x

ax
x

axh 11)( -=-=¢  

(i)  a＞0のとき 

)( xh の増減は右表のようになり, x＞0 で, つね

に 0)( ≧xh の条件は,  
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(ii) a≦0のとき 
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x
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(i)(ii)より, 求める条件は, a＞0かつ 0log1 ≧ab +- である。 

(2) (1)より, )( xh )(log)(log xx gf -= xbax log--= であり,  

x
a

x
x

x
x

xh 1
)(
)(

)(
)(

)( -=
¢

-
¢

=¢
g
g

f
f

 

さて, )( xy f= と )( xy g= のグラフが, 1=x で接することより,  

)1()1( gf = ………①, )1()1( gf ¢=¢ ………② 
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③④より, 1== ba となり, 1
1 )( +-= xexg  

また, )( xy f= と )( xy g= のグラフが, 2=x で接することより,  

)2()2( gf = ………⑤, )2()2( gf ¢=¢ ………⑥ 

⑤より, 02log2)2(log)2(log)2( =--=-= bah gf ………⑦ 

⑥より, 0
2
1

)2(
)2(

)2(
)2(

)2( =-=
¢

-
¢

=¢ ah
g
g

f
f ………⑧ 

⑦⑧より, 
2
1=a , 2log1 -=b となり, 
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ここで, )(1 xy g= と )(2 xy g= のグラフの交点は, 
2log1
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1 -+-+- =
xx ee から,  

2log1
2
11 -+-=+- xx , 2log2=x  

4
)2log2( 4

log12log2
1

eeey
e

==== +-g  

よって, 交点の座標は ( )
4

,2log2 e である。 

(3) 2log4loglog ee ＜＜ から, 22log21 ＜＜ である。 
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すると, )(1 xg , )(2 xg は(1)の条件を満たしており, 3曲線 )(1 xy g= , )(2 xy g= , 

)( xy f= で囲まれる図形の面積 Sは,  
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［解 説］ 

計算を見通しよくするために, (1)と(2)は, 対数関数のグラフと直線の関係としてと

らえています。それでも, 量的にはかなりあります。 
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５                              問題のページへ 
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(2) (1)と同様に q3tan=x とし, t＞1に対して j3tan=t ( )
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ここで, t→∞のとき
2
pj ® より, batt -)(g が収束する必要条件は,  
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さて, 
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に適さない。ところが, 
3
1=b のとき, (＊)は 3=a で満たされる。 

逆に, このとき batt -)(g pj
4
333 +--= となり, t→∞のとき明らかに収束する

ので, 求める正の実数 a, bは, 3=a , 
3
1=b である。 

 

［解 説］ 

誘導付きの定積分の計算問題です。問題文に
22
pqp ＜＜- の指定はありませんが, 

これは, 自分で設定するということでしょう。 


